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▲第57回貯蔵ミカン品評会
　第43回中晩生柑橘品評会（ポンカンの部）

▲松永会長が第４３回農協人文化賞を受賞
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安全･安心･新鮮でおいしい静岡県産の農畜産物をお届けします。



main
topics
メイントピックス

（
２
）
東
部
事
業
所

　

東
部
支
所
を
廃
止
し
て
、
２
支
所
体
制

と
し
、
中
部
支
所
配
下
に
東
部
事
業
所
を

新
設
し
ま
す
。
東
部
地
区
Ｊ
Ａ
へ
の
対
応

を
現
行
と
同
等
と
す
る
た
め
、
現
業
課
を

存
置
し
ま
す
。

配
下
の
Ｊ
Ａ
支
援
課
と
生
産
資
材
部
配
下

の
生
産
振
興
開
発
課
を
移
動
さ
せ
、
１
部

２
課
体
制
と
し
ま
す
。

　

営
農
総
合
対
策
部
は
、
営
農
事
業
に
お

け
る
系
統
間
及
び
本
会
営
農
部
署
間
の
連

携
推
進
及
び
調
整
機
能
を
担
い
ま
す
。

２
．
名
称
を
変
更
す
る
部
署

（
１
）
中
東
部
支
所

　

中
部
支
所
で
東
部
地
区
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
中
東
部
支
所
に
名
称
変

更
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
生
産
資
材
課
（
支
所
・
事
業
所
）

　

支
所
・
事
業
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
肥

料
農
薬
課
に
つ
い
て
、
次
期
２
か
年
計
画

に
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
農
機
事
業
の
持

続
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
・
実
践

を
一
部
担
う
こ
と
と
す
る
た
め
、
生
産
資

材
課
に
名
称
変
更
し
、
業
務
内
容
に
農
業

機
械
に
関
す
る
業
務
を
追
加
し
ま
す
。

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
第
53
回
静

岡
県
農
業
協
同
組
合
大
会
で
、
次
期
２
か

年
計
画（
大
綱
）及
び
本
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
取
組
み
に
つ

い
て
決
議
し
ま
し
た
。
本
会
は
Ｊ
Ａ
と
一

体
と
な
っ
た
営
農
経
済
事
業
の
効
率
的
・

効
果
的
な
事
業
運
営
体
制
の
構
築
に
向
け

次
の
３
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

①�

農
機
事
業
の
県
域
一
体
化
運
営
等
に
つ

い
て
、
具
体
的
方
策
を
速
や
か
に
検
討

し
、
実
践
す
る

②�

Ｊ
Ａ
域
を
越
え
た
集
出
荷
施
設
等
の
設

置
お
よ
び
運
営
に
よ
る
施
設
運
営
コ
ス

ト
や
、
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
に
向
け
た

検
討
を
進
め
る

③�

肥
料
の
銘
柄
集
約
や
需
要
の
高
い
商
品

へ
の
絞
込
み
、
Ｄ
Ｘ
化
の
取
組
み
に
よ

る
予
約
購
買
機
能
の
強
化
等
を
通
じ
て
、

組
合
員
の
利
便
性
や
業
務
効
率
の
向
上

に
向
け
た
検
討
・
実
践
を
進
め
る

　

本
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
取
組
へ
の
対
応

と
し
て
、
新
規
部
署
の
設
置
や
業
務
内
容

の
変
更
な
ど
、
県
域
と
し
て
の
機
能
強
化

を
目
的
に
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
、
機

構
改
編
を
行
い
ま
す
。

Ⅱ  

機
構
改
編
の
内
容

１
．
部
・
支
所
の
新
設
統
合
強
化

（
１
）
営
農
総
合
対
策
部

　

営
農
担
当
常
務
の
直
轄
部
署
と
し
て
営

農
総
合
対
策
部
を
新
設
し
、
企
画
管
理
部

営
農
経
済
事
業
の
強
化
に
向
け
て

　

Ｊ
Ａ
静
岡
経
済
連
の
機
構
改
編
に
つ
い
て

「職制規程第５条」別表１

機  構  図

新

Keizairen ┃　　0102　　┃ Keizairen



main topics
　

Ｊ
Ａ
支
援
課
に
よ
る
経
済
事
業
強
化
に
向
け
た
新
た
な
取
組

Ⅰ 

は
じ
め
に

　

Ｊ
Ａ
支
援
課
で
は
、
Ｊ
Ａ
営
農
経
済
事

業
へ
の
支
援
に
関
す
る
業
務
、
Ｊ
Ａ
間
事

業
連
携
に
関
す
る
業
務
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
今
年
度
Ｊ
Ａ
支

援
課
で
取
り
組
ん
だ
「
労
働
力
支
援
」
と

「
無
人
店
舗
シ
ス
テ
ム
の
検
討
」
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ⅱ   

経
済
事
業
強
化
に
向
け

た
取
組

１
．
労
働
力
支
援 

（
１
）
農
業
従
事
者
の
動
向

　

我
が
国
の
令
和
２
年
の
農
業
従
事
者

数
（
基
幹
的
農
業
従
事
者
と
常
雇
い
の
合

計
）
は
１
５
２
万
人
で
、
平
成
27
年
の

１
９
７
万
人
と
比
べ
５
年
間
で
45
万
人
減

少
し
、
減
少
率
は
20
％
以
上
と
な
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
個
人
経
営
体
の
基
幹
的
農

業
従
事
者
の
う
ち
65
歳
以
上
が
占
め
る
割

合
は
4.7
％
上
昇
し
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

若
手
の
人
材
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
出
典
：
農
林
水
産
省
「
２
０
２
０
年

農
林
業
セ
ン
サ
ス
」）

（
２
）
タ
イ
ミ
ー
社
と
の
連
携

　

本
会
は
、
ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス

「
タ
イ
ミ
ー
」を
提
供
す
る
㈱
タ
イ
ミ
ー
と

農
業
分
野
の
人
手
不
足
解
消
に
向
け
共
同

事
業
の
基
本
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
共

同
事
業
で
は
、
本
会
が
窓
口
と
な
り
、
県

内
Ｊ
Ａ
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。
各

Ｊ
Ａ
は
、
組
合
員
へ
タ
イ
ミ
ー
を
紹
介
し
、

導
入
を
促
し
ま
す
。

　

タ
イ
ミ
ー
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農
業

経
営
者（
雇
用
者
）は
収
穫
時
期
な
ど
人
手

が
必
要
な
時
期
に
だ
け
働
き
手
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
、
働
き
手
は
自
分
の
「
ス

キ
マ
」（
働
き
や
す
い
）
時
間
だ
け
働
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
農
業
に
興
味
が
あ

る
働
き
手
は
、「
ス
キ
マ
バ
イ
ト
」
で
気
軽

に
農
業
に
携
わ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
雇
用
者
は
、
タ
イ
ミ
ー
で
マ
ッ
チ
ン

グ
し
た
働
き
手
を
個
別
に
引
き
抜
く
こ
と

が
で
き
、
長
く
働
い
て
も
ら
え
る
働
き
手

を
確
保
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

（
３
）
利
用
者
の
声

　

実
際
に
今
年
度
タ
イ
ミ
ー
を
活
用
し
た

Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
の
山
本
農
園
・
山
本
純
さ

ん
に
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

Ｑ
．�

山
本
農
園
の
経
営
状
況
と
労
働
力
確

保
に
つ
い
て

Ａ
．��
ほ
場
管
理
は
家
族
で
行
い
、
収
穫
時

は
ア
ル
バ
イ
ト
を
約
20
人
雇
用
し
て

い
ま
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
は
Ｊ
Ａ
の
職

業
紹
介
や
派
遣
会
社
に
依
頼
し
、
学

生
な
ど
の
若
年
層
と
、
定
年
後
の
60

代
以
上
が
主
に
集
ま
り
ま
す
。

Ｑ
．�

労
働
力
確
保
の
課
題
に
つ
い
て

Ａ
．�

雇
用
者
と
し
て
は
毎
年
同
じ
人
に
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

若
年
層
（
学
生
）
は
就
職
し
、
60
代

以
上
の
方
は
年
々
就
労
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
課
題
で
す
。

Ｑ
．�

タ
イ
ミ
ー
を
利
用
し
た
理
由
と
利
用

し
て
の
感
想
に
つ
い
て

Ａ
．�

タ
イ
ミ
ー
は
Ｊ
Ａ
の
紹
介
で
知
り
ま

し
た
。当
初
は
、出
勤
予
定
の
ア
ル
バ

イ
ト
が
急
に
来
ら
れ
な
く
な
り
、
急

き
ょ
募
集
を
す
る
必
要
が
出
た
た
め

で
す
。
前
日
の
夕
方
募
集
を
し
た
の

で
す
が
、
す
ぐ
に
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き

ま
し
た
。

Ｑ
．�

今
後
の
意
向
に
つ
い
て

Ａ
．�

毎
年
同
時
期
に
労
働
力
を
必
要
と
す

る
た
め
、
来
年
も
タ
イ
ミ
ー
を
利
用

し
、
毎
年
来
ら
れ
る
方
を
増
や
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

２
．
無
人
店
舗
シ
ス
テ
ム
の
検
討

（
１
）
概
要

　

無
人
店
舗
と
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

セ
ン
サ
ー
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
、
商
品
に
取
り
付
け
ら
れ
た
電
子
タ
グ

を
読
み
取
り
、
商
品
購
入
か
ら
決
済
ま
で

を
無
人
化
し
た
店
舗
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

非
接
触
が
推
奨
さ
れ
た
こ
と
や
人
手
不

足
へ
の
解
決
策
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
進
む
中
、

様
々
な
業
界
で
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

無
人
店
舗
で
は
、
商
品
陳
列
な
ど
は
人
手

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
店
舗
に
職
員
が

常
駐
す
る
必
要
が
無
く
、
一
人
の
職
員
が

複
数
店
舗
を
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

（
２
）
無
人
店
舗
の
実
演
会
を
開
催

　

１
月
19
日
、
Ｊ
Ａ
支
援
課
は
県
農
業
会

館
で
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
静
岡
支
社
・
中
部
電
力
ミ
ラ

イ
ズ
・
マ
ス
プ
ロ
電
工
と
協
力
し
、
本
会

職
員
を
対
象
に
無
人
で
運
営
す
る
店
舗
設

営
の
実
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
実
演
会
で

は
、
肥
料
や
農
薬
、
園
芸
資
材
の
他
パ
ー

ル
ラ
イ
ス
な
ど
の
購
買
品
を
実
際
に
並
べ
、

商
品
購
入
の
流
れ
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

無
人
店
舗
を
体
験
し
た
職
員
か
ら
は
、

使
い
や
す
い
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
一

方
、
商
品
へ
の
電
子
タ
グ
貼
り
付
け
作
業

や
導
入
費
用
、
盗
難
な
ど
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
課
題
も
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

Ⅲ  

お
わ
り
に

　

今
回
の
特
集
で
は
、
Ｊ
Ａ
支
援
課
が
経

済
事
業
強
化
に
向
け
今
年
度
新
た
に
実
施

し
た
２
つ
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
度
よ
り
Ｊ
Ａ
支
援
課
は
「
営
農
総

合
対
策
部
」
に
配
置
を
変
更
し
、
県
域
と

し
て
の
機
能
強
化
と
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ

た
営
農
経
済
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的
な

事
業
運
営
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・・
Ｊ
Ａ
支
援
課

　

電
話
：
０
５
４
ー
２
８
４
ー
９
７
０
９

▲山本農園・山本純さん▲タイミー

▲無人店舗システムの実演
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topics & news

第57回　静岡県貯蔵ミカン品評会
賞 ＪＡ名 氏名 品種 特別賞

優秀賞

ＪＡみっかび 髙橋　誠 陽一郎 農林水産大臣賞

ＪＡとぴあ浜松 大山陽一 青島 農林水産省農産局長賞

ＪＡみっかび 長坂敏章 青島 農林水産省関東農政局長賞

ＪＡおおいがわ 渡辺龍之 青島 静岡県知事賞

ＪＡみっかび 井口晶夫 青島 静岡県経済産業部長賞

ＪＡみっかび 長坂享賢 青島 日本園芸農業協同組合連合会会長賞

ＪＡみっかび 山口淳一 青島 静岡県京浜地区果実流通協議会長賞

第43回　静岡県中晩生柑橘品評会（ポンカンの部）
賞 ＪＡ名 氏名 特別賞

優秀賞 ＪＡしみず 澤野郁夫 日本園芸農業協同組合連合会会長賞

仕
上
り
、貯
蔵
性
を
競
う

第
57
回
静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会

第
43
回
静
岡
県
中
晩
生
柑
橘
品
評
会（
ポ
ン
カ
ン
の
部
）

農
協
運
動
発
展
の
功
績
を
た
た
え
る

松
永
会
長
が
第
43
回
農
協

人
文
化
賞
を
受
賞

１
月
19
日
、
静
岡
県
柑
橘
振
興
基
金
協

会
と
本
会
（
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
県
農
業

会
館
で
「
第
57
回
静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品

評
会
」
お
よ
び
「
第
43
回
静
岡
県
中
晩
生

柑
橘
品
評
会
（
ポ
ン
カ
ン
の
部
）」
を
開
き

ま
し
た
。

貯
蔵
ミ
カ
ン
で
は
、最
上
位
の
優
秀
賞
・

農
林
水
産
大
臣
賞
に
髙
橋
誠
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

み
っ
か
び
）、
中
晩
生
柑
橘
（
ポ
ン
カ
ン
の

部
）
で
は
、
最
高
位
の
優
秀
賞
に
澤
野
郁

夫
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
し
み
ず
）
が
輝
き
ま
し
た
。

澤
野
さ
ん
は
昨
年
度
に
続
き
２
年
連
続
で

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会
に
は
２
０
６
点
、

中
晩
生
柑
橘
品
評
会（
ポ
ン
カ
ン
の
部
）に

は
48
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
果
樹
茶
業

研
究
部
門
カ
ン
キ
ツ
研
究
領
域
や
県
果
樹

研
究
セ
ン
タ
ー
、
市
場
担
当
者
、
消
費
者

代
表
ら
審
査
員
18
人
が
、
形
状
や
玉
ぞ
ろ

い
な
ど
の
外
観
と
、
肉
質
・
食
味
の
内
容
、

鮮
度
充
実
の
貯
蔵
性
を
審
査
し
ま
し
た
。

出
品
さ
れ
た
普
通
温
州
の
平
均
糖
度
は

12
・
4
度
、
最
高
は
16
・
5
度
で
し
た
。
ポ

ン
カ
ン
は
平
均
12
・
2
度
、
最
高
15
・
2

度
で
し
た
。
県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
の
松

浦
セ
ン
タ
ー
長
は
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会
に

つ
い
て
「
開
花
期
や
夏
秋
期
の
降
雨
、
気

温
高
に
よ
る
病
害
や
浮
き
皮
な
ど
発
生
し

や
い
状
況
の
中
、
出
品
さ
れ
た
果
実
は
い

ず
れ
も
厳
選
さ
れ
て
お
り
、
生
産
者
の
努

力
が
う
か
が
え
た
。
貯
蔵
状
態
も
お
お
む

ね
良
好
で
全
体
的
に
糖
が
高
く
、
酸
と
の

バ
ラ
ン
ス
が
良
く
食
味
良
好
な
果
実
が
多

か
っ
た
」
と
講
評
し
ま
し
た
。

第
43
回
農
協
人
文
化
賞
の
表
彰
式
が
1

月
26
日
、
東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
の
東

京
會
舘
で
開
か
れ
、
本
会
の
松
永
大
吾
経

営
管
理
委
員
会
会
長
が
経
済
事
業
部
門
で

受
賞
し
ま
し
た
。
表
彰
式
に
は
受
賞
者
を

始
め
Ｊ
Ａ
の
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
受

賞
者
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

農
協
人
文
化
賞
は
、
農
業
協
同
組
合
法

公
布
30
周
年
を
記
念
し
て
昭
和
52
年
に
創

設
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り
献
身
的
に
農
協

運
動
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
者
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。

▲優秀賞のポンカン ▲農林水産大臣賞の貯蔵ミカン
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topics & news

1
月
30
日
、
静
岡
県
落
葉
果
樹
振
興
協

会
（
事
務
局
：
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
県
農

業
会
館
で
、
な
し
・
い
ち
じ
く
・
キ
ウ
イ

フ
ル
ー
ツ
の
各
品
評
会
上
位
入
賞
者
の
表

彰
式
を
開
催
し
、
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
担
当
者

ら
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

同
協
会
の
会
長
を
務
め
る
本
会
の
石
川

和
弘
常
務
理
事
と
県
農
芸
振
興
課
中
村
友

之
課
長
、
県
農
林
技
術
研
究
所
果
樹
研
究

セ
ン
タ
ー
松
浦
英
之
セ
ン
タ
ー
長
が
、
な

し
品
評
会
金
賞
の
瀧
智
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
し
み

ず
）、い
ち
じ
く
品
評
会
金
賞
の
太
田
雅
俊

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
）、キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
品
評
会
金
賞
の
山
田
文
夫
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

し
み
ず
）
ら
上
位
入
賞
者
へ
表
彰
状
を
授

与
し
ま
し
た
。

各
品
評
会
の
金
賞
受
賞
者
が
事
例
を
発

表
し
、
経
営
状
況
や
栽
培
管
理
な
ど
を
報

告
し
ま
し
た
。
い
ち
じ
く
品
評
会
金
賞
の

太
田
さ
ん
は
「
こ
の
金
賞
を
励
み
に
、
消

費
者
に
喜
ば
れ
る
い
ち
じ
く
を
作
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
り
、
な
し
品
評
会
に
お
い

て
２
年
連
続
で
金
賞
を
受
賞
し
た
瀧
さ
ん

は
「
来
年
も
受
賞
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
表
彰
式
に
併
せ
て
記
念
講
演
を

行
い
、
本
会
肥

料
農
薬
課
の
夏

目
英
俊
課
長
が
、

肥
料
情
勢
と
安

定
供
給
に
向
け

た
取
組
を
報
告

し
ま
し
た
。

な
し・い
ち
じ
く・キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
受
賞
者
を
表
彰

落
葉
果
樹
品
評
会
の
表
彰
式
を
開
催

静
岡
の
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
Ｐ
Ｒ

品
評
会
受
賞
の
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
県
知
事
に
贈
呈

１
月
26
日
、静
岡
県
経
済
連
柑
橘
委
員
会

（
事
務
局
：
柑
橘
果
樹
課
）
は
、
静
岡
市

葵
区
の
静
岡
県
庁
で
、
品
評
会
に
お
い
て

上
位
入
賞
し
た
貯
蔵
ミ
カ
ン
を
川
勝
平
太

静
岡
県
知
事
と
森
貴
志
副
知
事
ら
に
贈
呈

し
ま
し
た
。
贈
呈
し
た
ミ
カ
ン
は
第
57
回

静
岡
県
貯
蔵
ミ
カ
ン
品
評
会
で
最
高
位
と

な
る
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
髙

橋
誠
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）
の
ミ
カ
ン
。

贈
呈
式
に
は
髙
橋
さ
ん
の
他
、
品
評
会
で

上
位
に
入
賞
し
た
大
山
陽
一
さ
ん
（
Ｊ
Ａ

と
ぴ
あ
浜
松
）、
長
坂
敏
章
さ
ん
・
井
口

晶
夫
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
み
っ
か
び
）、
渡
辺
龍
之

さ
ん
（
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ
）
と
同
委
員
会

の
矢
岸
正
敏
委
員
長
ら
役
員
が
出
席
し
ま

し
た
。

髙
橋
さ
ん
は
「
今
シ
ー
ズ
ン
は
天
候
不

順
が
心
配
さ
れ
た
が
美
味
し
い
ミ
カ
ン
が

で
き
た
。
受
賞
を
励
み
に
ミ
カ
ン
生
産
を

一
層
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、川
勝

知
事
は
「
い

た
だ
い
た
ミ

カ
ン
を
食
べ
、

静
岡
の
貯
蔵

ミ
カ
ン
の
お

い
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き

た
い
」
と
応

え
ま
し
た
。

▲森副知事（写真前列右から3人目）と大山さん（前列左から3人目）

▲いちじく品評会金賞の太田さん（左）

▲川勝知事（左）と髙橋さん（右）

▲記念講演を行う夏目課長

▲川勝知事（写真前列左から3人目）と髙橋さん（前列右から3人目）

▲なし品評会金賞の瀧さん（左）
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提携協ＮＥＷＳ

●
一
般
切
花
部
門

○
金
３
席　

全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

　

山
本
素
志
（
と
ぴ
あ
浜
松
・
ガ
ー
ベ
ラ
「
サ
レ
ナ
」）

○
金
４
席　

日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
長
賞

　

�

岡
田
浩
一
（
と
ぴ
あ
浜
松
・
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
「
ソ
フ
ィ
ア
ピ
ン
ク
」）

○
金
７
席　

日
本
花
き
生
産
協
会
長
賞

　
�

藤
野
和
樹
（
と
ぴ
あ
浜
松
・
ガ
ー
ベ
ラ
「
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ー
ス
ト
」）

○
金
10
席　

静
岡
県
花
卉
園
芸
組
合
連
合
会
会
長
賞

　

�
古
橋
美
代
子
（
と
ぴ
あ
浜
松
・
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
「
セ
レ

ブ
ク
リ
ス
タ
ル
」）

●
ば
ら
部
門

○
金
４
席　

日
本
花
き
卸
売
市
場
協
会
長
賞

　

服
部　

至
（
し
み
ず
・
サ
ム
ラ
イ
）

○
金
５
席　

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
長
賞

　

大
場
慶
子
（
掛
川
市
・
サ
ラ
）

●
球
根
切
花
部
門

○
金
５
席　

静
岡
県
知
事
賞

　

�

小
川
昌
巳
（
し
み
ず
・
ダ
リ
ア
「
エ
タ
ー
ニ
テ
ィ
ロ
マ
ン
ス
」）

①�

「
三
方
原
バ
レ
イ
シ
ョ　

シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵

抗
性
品
種
の
選
定
試
験
に
つ
い
て
」（
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ
浜

松
北
営
農
セ
ン
タ
ー　

柴
田
有
毅
さ
ん
）

②�

「
酒
造
好
適
米『
令
和
誉
富
士
』の
乾
田
直
播
栽
培

技
術
の
確
立
と
担
い
手
へ
の
普
及
」（
Ｊ
Ａ
お
お
い
が

わ
農
業
経
営
支
援
課　

渡
辺
彰
人
さ
ん
）

③�

「
多
収
穫
水
稲
品
種
の
安
定
栽
培
技
術
確
立
と
担

い
手
へ
の
普
及
」（
Ｊ
Ａ
遠
州
夢
咲
営
農
指
導
課　

岡
澤

和
也
さ
ん
）

④�

「
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
の
赤
し
そ
栽
培
と
コ
ガ
ネ
ム
シ

対
策
に
つ
い
て
」（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
豊
岡
店　

小
野
田
大

敬
さ
ん
）

⑤�

「
さ
つ
ま
い
も
の
高
品
質
安
定
生
産
と
貯
蔵
技
術

の
確
立
に
よ
る
担
い
手
の
育
成
」（
Ｊ
Ａ
お
お
い
が
わ

藤
枝
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

八
木
邦
明
さ
ん
）

⑥�

「
令
和
３
・
４
年
度
サ
ツ
マ
イ
モ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

取
り
組
み
」（
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
営
農
事
業
部
園
芸
課　

松

永
岳
彦
さ
ん
）

静
岡
県
産
品
を
Ｐ
Ｒ

首
都
圏
の
イ
オ
ン
で
静
岡
県
フ
ェ
ア
を
開
催

み
か
ん
園
芸
部
は
、
１
月
26
日
か

ら
30
日
の
期
間
、
首
都
圏
の
イ
オ
ン

で
開
催
さ
れ
た
静
岡
県
フ
ェ
ア
に
県

産
農
産
物
を
供
給
し
ま
し
た
。
フ
ェ

ア
は
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
㈱
北
関
東

カ
ン
パ
ニ
ー
が
開
催
し
、
埼
玉
、
群

馬
、
栃
木
、
茨
城
の
イ
オ
ン
な
ど
43

店
舗
で
行
わ
れ
、
県
産
農
産
品
以
外

に
も
水
産
品
や
加
工
品
な
ど
が
販
売

さ
れ
ま
し
た
。

主
会
場
と
な
っ
た
埼

玉
県
越
谷
市
の
イ
オ
ン

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
で
は
、

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
け

旬
の
農
産
品
と
し
て
静

岡
い
ち
ご
「
紅
ほ
っ
ぺ
」

「
き
ら
ぴ
香
」
や
ミ
カ

ン
、
レ
タ
ス
な
ど
の
野

菜
、
果
物
を
販
売
し
た
他
、
バ
ラ
や

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
花
き
も
店

頭
に
並
び
ま
し
た
。

同
社
と
県
は
、
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
で
お
り
、
県
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

課
は
今
回
の
フ
ェ
ア
で
観
光
情
報
の

発
信
や
県
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画

を
放
映
し
、
来
店
客
に
静
岡
県
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

産
地
の
課
題
解
決

産
官
学
技
術
交
流
事
業
報
告
会

日
本
最
大
規
模
の
花
の
展
覧
会

第
71
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会

１
月
25
日
、
静
岡
県
産
地
技
術
課
題
解
決
研

究
会
（
事
務
局
：
生
産
振
興
開
発
課
）
は
、
県

農
業
会
館
で
令
和
４
年
度
静
岡
県
産
官
学
技
術

交
流
事
業
報
告
会
を
開
催
し
、
Ｊ
Ａ
、
県
、
大

学
な
ど
か
ら
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

産
地
技
術
課
題
解
決
研
究
会
は
、
産
官
学

技
術
交
流
事
業
を
推
進
す
る
組
織
と
し
て

２
０
０
８
年
に
発
足
し
、
本
県
産
地
の
活
力
を

増
強
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
新
技
術
の
開
発
と

現
地
で
の
実
証
、
営
農
技
術
情
報
の
収
集
と
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

報
告
会
で
は
次
の
６
つ
の
内
容
に
つ
い
て
、

産
地
が
抱
え
る
課
題
と
解
決
に
向
け
た
試
験
取

組
や
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

１
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
、
関
東
東
海
地
域

１
都
11
県
と
花
き
関
係
６
団
体
は
、
東
京
都
豊

島
区
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
で
第

71
回
関
東
東
海
花
の
展
覧
会
を
開
き
、
本
県
で

は
一
般
切
花
部
門
で
鈴
木
顕
一
さ
ん（
Ｊ
Ａ
ふ
じ

伊
豆
）の
キ
ン
ギ
ョ
ソ
ウ（
雪
姫
）
が
金
賞
１
席

の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
品
評

会
で
は
全
10
部
門
に
１
，４
３
９
点
が
出
品
さ

れ
、
本
県
か
ら
は
１
７
８
点
出
品
し
、
金
賞
８

点
、
銀
賞
20
点
、
銅
賞
29
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
以
外
の
県
内
金
賞
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
（
敬
称

略
、
カ
ッ
コ
内

は
Ｊ
Ａ
名
と
品

種
名
）。

▲最高金賞を受賞した
鈴木さんのキンギョソウ
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提携協ＮＥＷＳ

　11月16日、静岡市内で協同組合学習交流会を開催し、協議会６団
体の若手職員を対象に29人が参加しました。協同組合の意義と役割
を再認識するとともに、他の協同組合の組織・事業・活動を理解し合
うことを目的として行っているものです。
　交流会では初めに、提携協の活動内容について紹介。次いで、研修
として㈱WORK�WADAの小川雅則氏を講師に招き、協同組合間の提携
を拡大、進めるための必要なスキルとして「チームワークとコミュニ
ケーション研修」を開催しました。研修では、コミュニケーション能
力向上のために、心身の成長や心の安定に大きな影響を与える手法（＝
ストローク）について学びました。自分自身を見つめ直すこととして、
各個人の仕事の課題についてグループ全員で共有して、解決方法を話
し合うグループワークを行いました。
　参加者からは、「ストロークは、今後の業務の上で忘れてはならな
い意識だと感じた」�「グループワークでは、共感できること、実践し
たいことがたくさんあった」という感想が出るなど、充実した交流会
となりました。

　12月８日、島田市のKADODE�OOIGAWAで女性交流集会を開き、
ＪＡ、生協、漁協、森連の各組織の女性部員や役員ら31人が参
加しました。女性交流集会は提携各団体の生産・流通・販売の実
態を把握し、それらの理解を深めるとともに、地域・組合員段階
での交流を促進することを目的として行っているものです。昨年
までの２年間はコロナ禍の影響でオンライン形式で行ってきまし
たが、今回３年ぶりに対面での開催となりました�。
　当日は、日頃の活動や評判の良かった活動についてグループご
とに意見交換を行いました。各グループでは、清掃・リサイクル
などの地域貢献活動や、国産米を配合した飼料の活用・米ぬか
の再利用などのSDGsに関する意見交換が行われました。その後、
同施設の体験型アトラクション「緑茶ツアーズ」や農家レストラ
ン「Da�Monde（ダ・モンデ）」で参加者は交流を深めました�。
　参加者からは「初対面の方との交流であったが時間があっとい
う間だった」と感想が聞かれ、有意義な交流の場となりました。

【静岡県協同組合間提携推進協議会】
・ＪＡ静岡中央会　・静岡県信連　・ＪＡ静岡経済連　・静岡県漁連　・静岡県森連　・静岡県生協連
TEL（代表）：�054-284-9612

　「静岡県協同組合間提携推進協議会」（略称：提携協）では、1990年の発足以来、構成団体である県域の
協同組合（農協・漁協・生協）６団体間で事業提携に向けた検討や交流事業、環境保全活動などに取り組ん
でいます。この提携協NEWSでは本協議会の活動内容について報告します。

2022年度活動報告
協同組合学習交流会を開催

2022年度活動報告
女性交流集会を開催
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～作物・産地・営農・技術・資材などの情報をお届けします～

▲核多角体病で死亡したハスモンヨトウ幼虫

▲緑きょう病で死亡したタマナギンウワバ幼虫

▲軟化病で死亡したハスモンヨトウ幼虫

昆
虫
も
病
気
に
か
か
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
は
４

年
目
に
入
り
、
人
類
は
ま
だ
そ
の
対
応

に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
家
畜
の
世
界
で

も
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し

鶏
肉
や
鶏
卵
の
価
格
に
影
響
を
与
え
る

ほ
ど
で
す
。
農
作
物
で
も
様
々
な
植
物

病
が
発
生
し
、
そ
の
被
害
を
食
い
止
め

る
た
め
に
様
々
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い

ま
す
。「
病
気
」
は
、
生
物
の
世
界
で

は
必
ず
付
い
て
回
る
も
の
で
す
。

　

農
作
物
に
被
害
を
与
え
る
害
虫
（
昆

虫
）
も
様
々
な
病
気
に
か
か
り
、
葉
上

な
ど
で
そ
の
様
子
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
原
菌
の
一
部

は
天
敵
（
生
物
農
薬
）
と
し
て
利
用
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
代
表
的
な

昆
虫
の
病
気
を
紹
介
し
ま
す
。

核
多
角
体
病
（
膿
病
、
乳
化
病
）

　

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
病
気
で
す
。
幼
虫
が
何
と
な
く
だ
ら

り
と
し
て
、
葉
や
枝
に
し
が
み
つ
い
て

死
亡
し
ま
す
。
皮
膚
が
破
れ
や
す
く
な

っ
て
い
て
少
し
触
る
だ
け
で
白
く
濁
っ

た
体
液
が
飛
び
散
り
ま
す
。
体
液
の
濁

っ
た
様
子
か
ら
膿
病
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

わ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
、
ウ
イ
ル
ス
、

糸
状
菌
及
び
細
菌
の
い
ず
れ
も
生
物
農

薬
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
細
菌
の
一
種
で
チ
ョ
ウ
目
害
虫
に

効
果
の
高
い
Ｂ
Ｔ
剤
が
、
広
く
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
昆
虫
の
病
原
菌
は
人
や

動
物
、
植
物
に
は
病
気
を
引
き
起
こ
す

こ
と
は
な
く
安
全
性
は
高
い
も
の
で
す
。

今
回
紹
介
し
た
感
染
虫
は
い
ず
れ
も
チ

ョ
ウ
目
害
虫
で
す
が
、
甲
虫
目
や
ア
ザ

ミ
ウ
マ
目
な
ど
ほ
か
の
昆
虫
で
も
各
種

の
病
気
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
生
産
振
興
開
発
課

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

市
川　

健
）

す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
病
名
が
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。
形
成
さ
れ
る
胞
子
の
色

が
異
な
る
、
黄
き
ょ
う
病
、
白
き
ょ
う

病
な
ど
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

軟
化
病

　

細
菌
の
一
種
が
原
因
で
す
。
幼
虫
の

動
き
が
鈍
く
な
り
、
餌
も
摂
ら
な
く
な

り
、
体
色
が
黒
変
し
柔
ら
か
く
な
り
ま

す
。
幼
虫
の
糞
は
通
常
は
こ
ろ
こ
ろ
し

た
粒
状
で
す
が
、
下
痢
状
の
糞
を
す
る

よ
う
に
な
り
死
に
至
り
ま
す
。

昆
虫
病
原
菌
の
応
用

　

昆
虫
の
病
原
菌
を
害
虫
防
除
に
利
用

し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
古
く
か
ら
行

体
液
の
中
に
は
多
角
体
（
ウ
イ
ル
ス
を

含
む
微
粒
子
）
が
多
数
形
成
さ
れ
て
い

て
、
葉
に
付
着
し
た
多
角
体
を
食
べ
た

別
の
幼
虫
に
感
染
、
発
病
し
ま
す
。

緑
き
ょ
う
病
（
硬
化
病
）

　

糸
状
菌
（
カ
ビ
）
の
一
種
に
よ
り
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
幼
虫
が
こ
わ
ば
っ

て
植
物
の
茎
葉
に
し
が
み
つ
い
て
死
亡

し
ま
す
。
死
亡
し
た
幼
虫
は
や
が
て
白

い
カ
ビ
に
覆
わ
れ
、
さ
ら
に
緑
色
の
胞

子
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
胞
子
は
風
な
ど

で
飛
び
散
り
、
別
の
幼
虫
に
感
染
し
ま

す
。「
き
ょ
う
」
と
い
う
の
は
古
い
言

葉
で
ミ
イ
ラ
の
こ
と
で
、
感
染
し
た
幼

虫
は
こ
わ
ば
っ
て
（
硬
化
し
て
）
死
亡
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～作物・産地・営農・技術・資材などの情報をお届けします～

▲ジャガイモそうか病▲レタス根腐病

野
菜
の
肥
料
コ
ス
ト
低
減
対
策

　

世
界
的
な
穀
物
需
要
の
増
加
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
上
昇
、
不
安
定
な
国
際

情
勢
に
よ
り
国
内
の
肥
料
価
格
が
大
幅

に
上
昇
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
肥
料

コ
ス
ト
低
減
は
農
産
物
生
産
を
行
う
上

で
喫
緊
の
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

土
壌
診
断
の
実
施

　

現
状
多
く
の
野
菜
栽
培
で
は
、
過
剰

施
肥
の
傾
向
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

土
壌
へ
の
肥
料
成
分
の
過
剰
な
蓄
積
の

要
因
は
、
①
連
作
が
多
い
、
②
野
菜
は

多
肥
に
強
い
、
③
葉
菜
類
は
生
育
最
盛

期
に
収
穫
す
る
（
収
穫
時
に
は
ま
だ
ほ

場
に
肥
料
が
残
っ
て
い
る
）、
④
露
地

で
は
雨
水
、
水
田
ほ
場
で
は
湛
水
、
流

水
で
肥
料
成
分
が
流
れ
る
（
す
べ
て
の

成
分
が
流
れ
る
訳
で
は
な
い
）
と
い
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

土
壌
診
断
で
一
番
に
目
に
す
る
の
が
、

ｐ
Ｈ
，
Ｅ
Ｃ
、
肥
料
の
三
大
要
素
（
Ｎ
、

Ｐ
、
Ｋ
）
の
分
析
値
の
多
少
だ
と
思
い

ま
す
。

　

Ｅ
Ｃ
の
値
や
硝
酸
態
チ
ッ
ソ
の
値
で

施
肥
量
を
加
減
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、

こ
れ
は
わ
か
り
や
す
い
項
目
で
す
。

物
を
安
定
生

産
し
て
い
く

た
め
に
も
、

継
続
し
た
土

壌
診
断
が
必

要
で
す
。

　

次
に
有
機

物
、
緑
肥
な

ど
の
活
用
で

す
。
本
来
土

づ
く
り
と
し

て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
が
、

資
源
の
乏
し
い
日
本
で
は
今
後
肥
料
と

し
て
活
用
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
有
機
物
の
肥
効
は
化
学
肥
料
の
よ
う

に
ス
ト
レ
ー
ト
に
発
揮
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
そ
の
性
質
を
知
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

　

そ
し
て
、
局
所
施
肥
や
緩
効
性
肥
料

活
用
も
有
効
な
対
策
と
な
っ
て
く
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

肥
料
コ
ス
ト
低
減
へ
の
取
組
は
こ
れ

か
ら
も
続
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

今
一
度
栽
培
ほ
場
や
施
肥
体
系
な
ど
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
野
菜
花
卉
課

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

曽
根
克
巳
）

化
）
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

過
剰
の
対
策
と
し
て
、
リ
ン
酸
資
材

を
削
減
す
る
こ
と
、
リ
ン
酸
は
時
間
と

と
も
に
難
溶
化
し
可
給
度
は
減
少
し
ま

す
が
土
か
ら
の
流
亡
・
移
動
は
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
、
土
壌
酸
度
の
中
和
と
、

有
機
物
の
施
用
に
よ
り
土
壌
に
蓄
積
さ

れ
て
い
る
リ
ン
酸
を
作
物
に
使
わ
れ
る

可
給
態
に
変
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

肥
料
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
の
対
策

　

コ
ス
ト
低
減
の
基
本
は
、
土
壌
診
断

に
よ
り
栽
培
ほ
場
の
実
態
を
正
し
く
理

解
し
て
、
過
剰
な
施
肥
な
ど
の
無
駄
を

な
く
し
適
正
量
の
施
肥
を
行
う
こ
と
で

す
。
以
下
に
肥
料
コ
ス
ト
低
減
の
た
め

の
対
策
を
記
載
し
ま
し
た
。

⑴
土
壌
分
析
に
基
づ
い
た
施
肥
量
の
削
減

⑵ 

有
機
質
資
材
施
用
に
よ
る
化
学
肥
料

の
削
減

⑶
緑
肥
の
活
用
に
よ
る
施
肥
量
の
削
減

⑷ 

効
率
的
施
肥
技
術
の
導
入
に
よ
る
施

肥
量
の
削
減

⑸ 

低
価
格
肥
料
の
利
用

　

ま
ず
土
壌
診
断
は
す
べ
て
の
基
本
で

す
。
ま
た
そ
の
結
果
を
正
し
く
理
解
し

ま
し
ょ
う
。
１
回
限
り
で
全
て
分
か
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
土
地
の

性
格
を
知
り
将
来
的
に
高
品
質
の
農
産

　

リ
ン
酸
に
つ
い
て
は
意
外
と
過
剰
で
、

こ
の
元
と
な
る
リ
ン
鉱
石
は
、
日
本
は

ほ
ぼ
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
世
界
の
リ

ン
鉱
石
の
埋
蔵
量
も
有
限
で
あ
り
無
駄

は
な
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日

本
は
火
山
国
で
火
山
灰
土
壌
が
多
い
た

め
、
多
く
の
リ
ン
酸
が
土
壌
に
吸
着
さ

れ
て
い
ま
す
。
リ
ン
酸
は
、
作
物
の
生

育
や
開
花
・
結
実
、
果
実
の
甘
味
に
関

与
し
て
お
り
、
不
足
す
る
と
作
物
の
収

量
・
品
質
が
低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
た
め
作
物
に
リ
ン
酸
を
吸
収
さ
せ

よ
う
と
必
要
以
上
に
リ
ン
酸
質
肥
料
や

堆
肥
な
ど
が
施
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

結
果
、
日
本
に
は
土
壌
中
に
リ
ン
酸
が

過
剰
な
田
畑
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ン
酸
過
剰
に
よ
る
影
響
と
対
策

　

作
物
に
激
し
い
症
状
は
現
れ
に
く
い

で
す
が
、
ゆ
る
や
か
に
品
質
、
収
量
の

低
下
が
起
こ
り
鉄
や
銅
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
、
亜
鉛
な
ど
の
微
量
要
素
欠
乏
を
誘

発
し
ま
す
。

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
そ
う
か
病
、
ア
ブ
ラ

ナ
科
野
菜
で
は
根
こ
ぶ
病
を
助
長
、
レ

タ
ス
で
は
レ
タ
ス
根
腐
病
の
発
病
が
助

長
さ
れ
ま
す
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ジ

ャ
ガ
イ
モ
そ
う
か
病
と
同
様
に
、�

リ
ン

酸
に
よ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
固
定
（
無
毒
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令和５年１月23日、中日本ファームすずなり株式会社は、浜
松集出荷場新築工事の竣工式を行いました。
神事は、新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を行い、鈴
木貴博（すずきよしひろ）代表取締役をはじめ、最小限の出席
者により厳粛に執り行われました。
同社は、浜北区中瀬地区を中心に集出荷作業を行っておりま
したが、収穫量も増え、作業スペースが手狭となったことから、
産地生産基盤パワーアップ事業を活用し、新たに集出荷場を新
築しました。
同地区周辺に農地が集積してい
るため、農地から作物をスムーズ
に運搬でき、効率的に集出荷作業
を行える中心の場所として計画さ
れました。
設計監理は、静岡県経済連一級
建築士事務所が行っています。

中日本ファームすずなり株式会社

新集出荷場完成

令和３年度　産地生産基盤パワーアップ事業
中日本ファームすずなり株式会社　浜松集出荷場新築工事竣工式

▲建物外観写真

担当　建設部　054-284-9523

「「しずおかごはんしずおかごはんがが食べたい！食べたい！」」（テレビ静岡）（テレビ静岡）

テレビ番組

担当：食糧部�食糧課（TEL:054-284-9737）

▲生産者の岡村佳寿哉さんと増田達也さんがビデオメッセージで出演

　静岡県産米麦流通連絡協議会（事務局：食糧部）は、テレビ番組「しず
おかごはんが食べたい！」（テレビ静岡・全11回放送）に協賛し、県産米を
PRしています。
　令和４年度の第10回目（２月18日）の放送では、オードリー・春日俊彰さ
んが、御前崎市・牧之原市から「夢咲こしひかり」を紹介しました。「夢咲こ
しひかり」は、県内有数の早場米の産地として盛んにお米が栽培されている、
JA遠州夢咲が誇るブランド米です。番組では夢咲コシヒカリ生産者の岡村佳
寿哉さんと増田達也さんがビデオメッセージで出演し「丹精込めて育てたお
米で、香りと甘みが特徴」とPRしました。
　次回の「しずおか
ごはんが食べたい！」
は、磐田市・袋井市
からフォーリンラブ・
バービーさんが「に
こまる」を紹介しま
す。放送は３月18日
となります。

▲春日さんが「夢咲こしひかり」を紹介

▲鈴木代表取締役の挨拶
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キャラバン隊
活動報告

キャラバン隊活動報告

ふれあいから学ぶ
接客研修

ふれあいから学ぶ接客研修

　人事教育課は、令和４年11月から12月にかけて「令和
４年度営業・接客研修（キャラバン隊）」を実施し、本会
２年目の職員４人が参加しました。研修は、本会が運営す
る外食販売事業所「駿府の肉処　静岡そだち」での接客研
修とＡコープ店舗などでの県産米（静岡コシヒカリ『静岡
そだち』）の試食販売を、計２日間行いました。
　人と人との距離が遠くなっているといわれる今の時代に
お客様とふれあい、言葉を交わすことが接客の基礎・基本
であると改めて感じる研修となりました。

食糧部　食糧課

杉本　耀介

畜産部　小笠食肉センター

清水　美桃

場所：産直プラザふれっぴー梅ヶ谷店（静岡市清水区）

場所：KADODE OOIGAWA（島田市）

場所：Ａコープ引佐店（浜松市北区）

場所：KADODE OOIGAWA（島田市）

くらし支援部　総合エネルギー課

小柳　美琴

中部支所　肥料農薬課

新村　航季
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